






























































































































　試しに，本書で紹介されている Academic Journal 
Guide 2015で高等教育系のジャーナルがどの程度の格付
けなのか検索してみた。Studies of Higher Educationは5段
階 評 価 で3。Higher Education, Higher Education Policy, 
Higher Education Quarterly, Journal of Higher Education は
2。Journal of Further Education, Journal of Higher 



























Accounting, Organizations and Societyを読むことがあるが，
ここ20年近く新制度派組織論の論文が席巻している。こ
のように特定の学派が主流になるのも，4年に一回の
RAFの影響によるのであろう。本書では指摘されてい
ないが，エルゼビアが刊行する講読型ジャーナルが高騰
するのも，ジャーナル駆動型研究の需要が背景にあるの
であろう。また，Times Higher Educationの世界ランキン
グ指標に，研究，インパクト，教育環境，国際化（ウエ
イトは小さい）が採用されるのも REFの情報によるこ
とが理解できた。
　終章「蒙昧主義的教育行政を越えて」では，編者によ
る総括がなされる。ここでは医師を政府，大学を患者に
見立て，改革の本来の目的や意味が忘れられて改革それ
自体が目的化する病理が指摘されている。かつてザイデ
ルフェルドが指摘した機能による意味の代替，つまり「ク
119
リーシェ」（決まり文句）である（ザイデルフェルト，
1986）。そこで，著者が提案するのが，ビジネス用語の
「PDCAを回す」と行政用語の KPI，NPM（NPMM）の
安易な転用の禁止，アクティブ・ラーニングや意味不明
なポンチ絵，蒙昧主義的作文技術の廃止，そして政策レ
ベルよりも実施レベルの EBPMの必要性である。
　本書は，迷走する大学改革に対して明快な診断が示さ
れているが，序章で断っているように「20年後の再生」
に向けた政策提言を目論んだ論集ではない。だが，「自
ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，よりよく
問題を解決する資質や能力」（392頁）とある。答申の文
言を政策側に返した一撃である。本書は，政策言説の知
識社会学的分析，中教審委員としての参与観察，当事者
の率直な語り，そして反面教師として REFのゲーミン
グなど周到に編集され，時期に適った論集である。5名
の著者による「虻の一刺し」に多くの大学関係者は納得
するであろう。
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　本書は，高校時代までにタフな若者のコアができあ
がっているのではないか，すなわち，高校生までの間に，
人生を力強く生きていく基礎・基本が形成されているこ
とが，その後の，大学教育や職業生活を規定してくる，
という仮説を検証するために，高校2年生を対象に2013
年に第1回調査が実施され，その後，3年後以降の大学1
年生，2年生，4年生に，そして，9年目の社会人3年目の
合計5回追跡調査が計画されている中で，大学1年生を対
象とした第2回目の調査結果報告書である。
　以下では，本書の目次及び各章の概要を示し，今後の
本研究に対する期待を提示したい。
目次
　
　はじめに
　第1章10年トランジション調査の前史
　　1．1997年～大学生研究の幕開け
　　2．2007年～大学生のキャリア意識調査の実施
　　　　－学業とキャリアを架橋して－
　　3．大学生研究フォーラムの開催
　　4．高大接続への発展
　　5． 10年トランジション調査の企画と全国で進む教
学 IR
　　6．まとめ
第2章　 10年トランジション調査の2時点目（大学1年時）
までの成果
　　　－高校生は大学生になってどの程度変わるか－
　　1．10年トランジション調査の企画と実施概要
　　2．1時点目（高校2年時）の結果
　　3．2時点目までの結果
　　4．総合的考察
第3章　 高大接続と受け入れる大学側の観点から結果を
どう見るか
　　1．イントロダクション
　　2．高大接続の観点から
　　3． 受け入れる大学の観点から－「生徒」が「学生」
に成長するために必要なこと－
　　4．リプライ
第4章　 トランジションの研究成果に基づいた高校の実
践事例
　　1．イントロダクション
　　2．新校開校に向けた学校改革
　　3．大学＆社会で活躍できる力をつけるために
　　　　－桐蔭学園の AL型授業改革の目指すもの－
　　あとがきにかえて
　　－まとめと今後の課題－
各章の概要
　第1章では，最初に示された仮説がいったいどのよう
に生まれてきたのか，ひいてはなぜ彼らが10年トランジ
ション調査を行うに至ったか，その前史を振り返ってい
